
7 － 21
16 － 15
19 － 16
24 － 36
－

4 × 24
5 15
6 3
7 × 2
8 4
9 × 2
10 0
11 12
12 × 4
13 0
14 0
15 0
16 0
17 × 0
18 0

66
ＲＡＴＥ

4 × 16
5 4
6 × 10
7 × 18
8 × 23
9 0
10 1
11 4
12 0
13 × 9
14 3
15 0
16 0
17 0
18 0

88
ＲＡＴＥ

第６２回広島県高等学校総合体育大会バスケットボールの部

コ ー ト
試 合 順

ＰＴＳ

広島皆実

66 88

平成21年6月14日

Ｃｏａｃｈ

西 岡 宏 規
河 野 友 貴

藤 原 大 生
真 崎 義 人

佐 々 木 芸 也
長 本 海 斗

試 合 日
開始時間
会 場

小 川 福 嗣

如水館TeamA:

M
第２試合（決勝）

1 1

合　　　　計

選手名

宮 本 崇 史
高 本 洋

高 本 夏 樹

藤 井 貴 康

清 水 悠 貴
鷹 野 和 平

7

2

1

4

3

記入者吉 津 孝 昭主 審大 谷 英 紀 副 審竹 内 智 己

1 3

S ＰＴＳ

三 島 健 嗣

３Ｐ
Ｍ Ａ

1

柚 木 拓 磨

檀 上 練

合　　　　計

吉 岡 修 平
大 野 修 平
早 田 慎 太 朗

工 藤 太 一

TeamB:

No S

岡 田 季 臣
深 谷 研 介

広島皆実

秦 野 誠 次

國 枝 岳 弘

中 村 真 吾

浮 田 法 也

塩見ウイリアン

１４：００～
沼隈体育館

選手名

〔戦　評〕Ｃｏａｃｈ

No

松 谷 啓 司

成 田 ナ シ ロ

岡 田 茂
松 谷 優
井 上 達 貴

5 6

広島県高体連バスケットボール部［公式ﾎﾞｯｸｽ･ｽｺｱ］

 １ピリオドの入り，如水館は④⑦⑨⑫⑰，広島皆実は④⑥⑦⑧⑬のスターティングファイブ。両
チーム共にハーフコートマンツーマンディフェンスでゲーム開始。広島皆実は，④⑦のミドル
シュートと，⑧の粘り強いゴール下のプレーで得点を伸ばす。対する如水館は，⑨のゴール下
のシュートや代わって出た⑪のミドルシュートなどで対抗するが，広島皆実の高さに制空権を握
られ，１ピリオド終わって１４点差。

　２ピリオドに入り，如水館も④⑤のシュートで得点を伸ばすが，同時にパスミスも目立ち点差
は縮まらず，前半広島皆実が１３点差で折り返す。

　後半に入り、如水館は２－１－２のゾーンプレスを仕掛け、④のカットインや３Ｐ，ゴール下の
セットプレーなどで広島皆実は７点差まで縮められ、すかさずタイムアウト。その後④のカットイ
ンや⑧ミドルシュート、⑬のターンノーバーなどで調子を取り戻し，３ピリオド終わって広島皆実
が１０点差リード。

　第４ピリオドに入り、如水館がオールコートのディフェンスで勝負に出たが、これに落ち着いて
対応した広島皆実が得点を伸ばし、結果広島皆実高等学校が８８対６６で５年連続１４回目の
インターハイ出場を決めた。

5 5
3

3

2 3

TeamA: TeamB:

如水館

２Ｐ ＦＴ Ｆ
Ｍ ＡＭ Ａ

5 18
6 14

1 3
2 4

1

1 3

5
1
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1 5

1
34 9 1 2
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10 17 24

2

4 16 22 58
58.8%

ＦＴ Ｆ
Ｍ Ａ Ｍ Ａ Ｍ

5 10
Ａ

2 3

4 73 11
1

25.0% 37.9%

３Ｐ ２Ｐ

7 18 4 8
1

2 21
1

3
9 18 5 5 4

1 1 2
2 4
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1

3
1 2 1 2
1 3 63 5

3 7
42.9% 42.9% 59.4%

30 70 19 32 16

２分ごとの得点推移
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